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要約：本研究では，大規模化が進むモンゴル国の小麦生産農場における経営の生産性について総合生産性分
析を用いて実証的に分析した。調査対象は，企業が経営する 40 農場で，2010 年に得られた経営データを分
析に用いた。分析では，経営規模を作付面積によって 250 ha 未満を第 I 階層，250～500 ha 未満を第 II 階層，
500～1,000 ha 未満を第 III 階層，1,000 ha 以上を第 IV 階層として分析対象農場を分類し，生産性の階層間
格差を検討した。小麦の単収は，第 I 階層と第 II 階層は 1.4 t/ha であり，第 III 階層及び第 IV 階層の 1.7 t/
ha 及び 1.6 t/ha との間に統計的な有意差が認められた。労働生産性は，第 I 階層の 0.13（t/ 時間）から第
IV 階層の 0.26（t/ 時間）へと約 2 倍に増加していた。すべての要素投入を用いて算出した総合生産性比率














て，2000 年から 2007 年までの平均値でカザフスタンの約
1/2，カナダの約 1/3 の水準であったと指摘されている1）。
また，国全体の小麦生産量は 1980 年代の生産量に比べて
2000 年には 5 分の 1 までに低下した。これらの状況を改
善するため，モンゴル政府は 2008 年より経営規模拡大支
援を目的に「第三次農業振興計画」を実施し，2007 年に























が分析可能な 40 農家を選定し，2010 年に経営調査を実施
した。この地域では灌漑設備は稼動しておらず，すべて天
水を利用した小麦栽培が行われている。調査対象経営を作
付面積が 250 ha 未満を第 I 階層，250 ha から 500 ha 未満
を第 II 階層，500 ha から 1,000 ha 未満を第 III 階層，さら
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する傾向にあり，トラクタ 1 台当たり 100 馬力を想定した
場合，作業面積の限界が概ね 250 ha とされている現状5）
などを考慮して階層化をおこなった。調査農場の概要は表
1 に示したとおりである。小麦の単位面積当たりの収量は
第 I 階層で約 1.4 t/ha であり，第 III 階層及び第 IV 階層の




の台数は作付面積が概ね約 250 ha 当たり約 1 台を保有し
ている実態が確認された。各階層の労働力はすべて雇用労
働者と季節労働者であり，1 農場当たり小規模の 4.6 人か
ら大規模の 11.6 人まで増加している。また総労働時間で
小麦生産量を割って求めた労働生産性（t/ 時間）は，0.13




用している傾向がある。作付面積 100 ha 当たりの労働者
数で比較すると，第 I 階層から順に，3.9 人 /100 ha，2.0

















素の費目 i の価格を pi，要素投入量を qi とし，それぞれの
















































　以上の費用合計額は第 I 階層では 400.6 千 tug/ha，第 II
階層では 364.5 千 tug/ha，第 III 階層では 356.3 千 tug/
ha，第 IV 階層では 321.2 千 tug/ha であり，大規模ほど減
少しており規模の格差は明確に存在していると考えられる
（モンゴル通貨の tug と円為替レートは 2010 年 9 月時点で
1 tug は 15.8 円に相当する）。第 I 階層の要素投入額を基準
値（100％）として費用合計比率を比較すると，第 II 階層
























表 2　小麦 1 ha 当たり要素投入額と規模階層ごとの投入比率
165モンゴルにおける小麦生産農場の総合生産性分析
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Summary：This research aims to clarify the characteristics of large-scale wheat production farms and to 
determine the factors affecting their productivity using total factor productivity analysis. Data was col-
lected through interviews and questionnaire surveys of 40 farms located in the central area of Mongolia 
in 2010. The farms were classified into four size groups by farm scales. The average yield of the first 
group (less than 250 ha) and second group (250 ha - less than 500 ha) was 1.4 t/ha. However, the third 
group (500 ha - less than 1,000 ha) and fourth group (1,000 ha and above) had an average yield of 1.7 t/ha 
and 1.6 t/ha, respectively. In addition, labor productivity increased twice from 0.13 t/hr for the first group 
to 0.26 t/hr from the fourth group. Based on total factor productivity analysis, the economic benefits 
seemed to also increase as the farm scale increased. The first group was set at 100, the following values 
of 114.6, 125.2 and 129.7 were obtained from the second group to the fourth group, respectively. This 
shows that the value of the fourth group is 1.3 times of the first group. It was confirmed that land utiliza-
tion can be maximized in large-scale farms. Main factors affecting productivity and their respective con-
tribution rates were fuel and power cost at 127.5%, and labor cost 46.6%.
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